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 平成２１年度事業報告書  

 
 

 

公益社団法人日本パブリックゴルフ協会 
（旧：社団法人日本パブリックゴルフ場事業協会） 

 
 

 

 

はじめに 

 
Ⅰ．公益社団法人の認定 

現在我が国では、平成２０年１２月１日に公益法人制度改革関連３法が施行され、公益法人制度

改革が進められているが、当協会は平成２２年３月１９日付にて、公益社団法人への移行認定を

受けた。 

 当協会は昭和３７年創立以来、生涯スポーツと言われるゴルフの普及振興を事業目的に掲げ、

国民の健康の保持増進、余暇活動の充実等豊かな国民生活の実現への寄与を目的として活動

してきた。今般の認定に際しては、今後も協会創立精神であるゴルフの普及振興を引継ぎ、公益

社団法人として公益目的事業を通じて、民による公益への積極的な参画により、社会的責任を

果たすべく全力を傾注したいと考えている。 

 また、公益法人の認定を機に、法人名称を平成２２年４月１日付にて「社団法人日本パブリック

ゴルフ場事業協会」（主管官庁：経済産業省）から、平成６年社団法人格取得前の「日本パブリッ

クゴルフ協会」（主管官庁：内閣府）に復帰改称し新たにスタートした。 

 

Ⅱ．事業活動の概況 
当協会は創立（昭和３７年３月）以来一貫して、生涯スポーツであるゴルフの普及振興を通じて、

国民の健康の保持増進、余暇活動の充実、青少年の健全な育成等豊かな国民生活の形成に寄

与することを目的として活動してきた。 
 
１．事業内容は、下記の事業を中心に活動している。 

（１）ゴルフ競技会の開催、並びにゴルフの普及振興のための諸施策の推進 

（２）ゴルフに関する調査・研究、セミナー・研修会の開催 

（３）公平な統一ハンディキャップの普及振興 

（４）助成金事業 
 
２．この内、主たる事業である競技会開催事業の平成２１年度の概況は、 

（１）３大メイン競技のスクラッチ競技、「パブリック選手権、シニア選手権、ミッドアマ選手権」の参加

者数は１８,５００名（前年度比▲６６４名、▲3.５％）。 

（２）アンダーハンディ競技「ＰＧＳスポンサー杯、ＰＧＳハンディ杯、ＰＧＳドリーム・エイジゴルフ大

会、ＰＧＳ西日本月例杯、ＰＧＳ中部日本月例杯（みんなでうきうき旅ゴルフ）、ＰＧＳ東日本クラ

ブ対抗戦、ＰＧＳ東日本プロ・アマチャレンジ」は１９,５７６名（前年度比＋１,０３８名、＋５.６％）。

合計３８,０７６７名（前年度比＋３７４名、＋１.０％）の参加を得た。多数のアマチュアゴルファー

の参加に深く感謝するとともに、当協会への期待と激励の大きさと受け止め、公益社団法人認

定を機に、今後ますます充実した競技会の実現に向けて努力したいと考えている。 
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Ⅲ．会議 
 
１．通常総会 

 平成２１年度通常総会は、平成２１年６月８日八重洲富士屋ホテル（東京都中央区八重洲２‐９-１） 

 において開催され、下記事項が議決承認された。 

  第１号議案 平成２０年度事業報告書及び収支計算書及び財務諸表（案）の件 

  第２号議案 平成２１年度事業計画書及び収支予算書（案）の件 

  第３号議案 理事・監事並びに役付役員交替（案）の件 

 

２.臨時総会 

 平成２１年度臨時総会は、平成２１年１１月１２日名張産業振興センター「ASPIA」（三重県名張市南 

 町８２２-２-１）において開催され、下記事項が議決承認された。 

  第１号議案 公益社団法人の最初の代表理事選任の件 

  第２号議案 公益社団法人の定款（案）変更の件 

 

３．理事会 

題記会議を下記の通り開催した。 

 開催年月日 開催場所 

第１回 平成２１年 ６月 ８日 八重洲富士屋ホテル 

第２回 平成２１年 ９月 ３日 ロイヤルガーデンホテル 

第３回 平成２１年１１月１２日 名張産業振興センター「ASPIA」 

第４回 平成２２年 ３月１８日 ロワジールホテル那覇 

 
４．合同委員会 

  題記会議を下記の通り開催した。  

 開催年月日 開催場所 

第１回 平成２１年 ６月 ８日 八重洲富士屋ホテル 

第２回 平成２１年 ９月 ３日 ロイヤルガーデンホテル 

第３回 平成２１年１１月１２日 名張産業振興センター「ASPIA」 

第４回 平成２２年 ３月１８日 ロワジールホテル那覇 

 

５．正副委員長会議 

  題記会議を下記の通り開催した。 

 開催年月日 開催場所 

第１回 平成２２年 ２月１８日 ラ・ヴィスタ ゴルフリゾート 

 

６．財務委員会 

題記会議を下記の通り開催した。 

 開催年月日 開催場所 

第１回 平成２２年 ２月２６日 ホテル銀座ラフィナート 

 

７．事業・競技・ハンディキャップ合同委員会 

題記会議を下記の通り開催した。 

 開催年月日 開催場所 

第１回 平成２１年 ８月２０日 メルパルク名古屋 
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８．スポンサー会議 

題記会議を下記の通り開催した。 

 開催年月日 開催場所 

第１回 平成２１年１２月 ２日 ホテル銀座ラフィナート 

 

９．PGS セミナー 

  題記セミナーを下記の通り開催した。                                

 開催年月日 開催場所 

第１回 平成２１年 ６月 ８日 八重洲富士屋ホテル 

 

 

(講師) 縣 和一（西日本グリーン研究所所長、九州大学名誉教授） 

(テーマ) ゴルフ場はエコ・パーク 

 

Ⅳ．監査                   

 平成２１年５月２８日  平成２０年度決算報告書の監査実施（於：協会事務局） 

 

Ⅴ．会員数  
 

１．平成２２年３月３１日現在の会員数 

 （１）正会員 ：９０団体 

 東日本地区 中部日本地区 西日本地区 北海道・青森地区 

３３ １１ ４１ ５ 
 

 （２）賛助会員 ：６団体 

 

 ２．平成２１年度入会の正会員・賛助会員 

 （１）正会員 ：４団体  

 東日本地区 西日本地区 

TOSHIN TOKYO North Hills Golf Course 

榛名の森カントリークラブ 

ベアズパウ ジャパン カントリークラブ 

宜野座カントリークラブ 
 
 （２）賛助会員 ：２団体 株式会社ズズケン、キャロウェイゴルフ株式会社 

 

 ３．平成２１年度退会の会員及び内訳 

 （１）正会員   ：１団体 セントレジャーゴルフクラブ勝浦（中部日本地区） 

 （２）賛助会員 ：１団体 株式会社プロギア 

 

 ４．正会員・賛助会員数の推移                                  単位：団体 

正会員 賛助会員 年度 

入会 退会 会員数 入会 退会 会員数 

平成１６年度 ５ ４ ８４ ０ １ ５ 

平成１７年度 ３ ３ ８４ ０ １ ４ 

平成１８年度 ４ ３ ８５ １ ０ ５ 

平成１９年度 ８ ５ ８８ ０ １ ４ 

平成２０年度 ２ ３ ８７ １ １ ４ 

平成２１年度 ４ １ ９０ ２ ０ ６ 
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 ５．正会員の変動 
 
 （１）運営会社変更 

会員コース名 新運営会社 旧運営会社 

入来城山ゴルフ倶楽部 ＰＧＭプロパティーズ２株式会社 ＰＧＰｱｾｯﾄﾎｰﾙﾃﾞｲﾝｸﾞｽ 1 有限会社

ﾊｰﾓﾆｰｽﾞﾋﾙｽﾞｺﾞﾙﾌｸﾗﾌﾞ ＰＧＭプロパティーズ２株式会社 イト―ピア栃木株式会社 

津軽高原ゴルフ場 株式会社津軽高原ゴルフ場 ｳィﾝﾀｰｶﾞｰﾃﾝﾘｿﾞｰﾂ株式会社 

ｾﾝﾄﾚｼﾞｬｰｺﾞﾙﾌｸﾗﾌﾞ馬頭 日本緑地開発株式会社 株式会社ｾﾝﾄﾚｼﾞｬｰ･ｵﾍﾟﾚｰｼｮﾝｽﾞ 

ｾﾝﾄﾚｼﾞｬｰｺﾞﾙﾌｸﾗﾌﾞ水戸 日本緑地開発株式会社 株式会社ｾﾝﾄﾚｼﾞｬｰ･ｵﾍﾟﾚｰｼｮﾝｽﾞ 

 

 （２）会員コース名変更 

新コース名 旧コース名 

うぐいすの森ゴルフクラブ&ホテル馬頭 セントレジャーゴルフクラブ馬頭 

うぐいすの森ゴルフクラブ水戸 セントレジャーゴルフクラブ水戸 

 

 ６．正会員の勧誘活動 

 当面１００正会員を目標に新規会員の勧誘を推進している。平成２１年度は４会員が入会、１会員 

が退会し、年度末現在の正会員数は９０会員である。業界の種々の事情から一進一退の状況に 

あるが、公益社団法人認定を梃子に長年の念願である正会員１００事業所を目指して、今後とも 

勧誘活動に努めたい。 

 

Ⅵ．創立５０周年記念事業 

 当協会は本年創立４８年目を迎えたが、２年後に５０周年と言う記念すべき節目年を控え、平成２１ 

 年度第４回理事会（平成２２年３月１８日開催）にて、記念事業として「協会５０年史」の編纂を決定 

 し、平成２２年度より本格的に着手する。 

 

Ⅶ．主たる事務所及び事務局の構成 
 
 １．主たる事務所 

   東京都中央区銀座１丁目１９番１６号 銀座昭和ビル 

 

 ２．事務局の構成(平成２２年３月３１日現在) 

   職員数 ５名 
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平成２１年度事業活動報告 
 

■１．ゴルフ競技会開催事業 

 
Ⅰ．概況 

 当協会はゴルフの普及振興のためにゴルフ競技会開催事業を行っている。競技会の参加資格は 

１. アマチュアゴルファーである、２.ハンディキャップは２０.０程度以上の方が望ましい、の２点であ

る。言わばアマチュアゴルファーであれば、誰もが日頃の研鑽の腕試しの場として出場できる門戸

の開かれた競技会である。 

  平成２１年度の競技別参加者数は下表の通りで、３大メイン競技のスクラッチ競技「パブリック選手

権、シニア選手権、ミッドアマ選手権」は１８,５００名（前年度比▲６６４名、▲3.５％）、アンダーハン

ディ競技は１９,５７６名（同＋１,０３８名、＋５.６％）、合計３８,７６７名（同＋３７４名、＋１.０％）の参

加を得た。 

 

Ⅱ．開催競技会                                               単位：名 

競 技 会 （略 称） 平成 21 年度

参加者数 

Ⅰ.スクラッチ競技 

１.第４３回 全日本パブリックアマチュアゴルフ選手権競技（パ選） ８,３９０

２.第 ９回 全日本女子パブリックアマチュアゴルフ選手権競技（女子パ選） １,０４６

３.第１５回 全日本シニアパブリックアマチュアゴルフ選手権競技（シニア） １,８５７

４.第１５回 全日本女子シニアパブリックアマチュアゴルフ選手権競技（女子ｼﾆｱ）  ４３５

５.第 ６回 全日本ミッドシニアパブリックアマチュアゴルフ選手権競技（ﾐｯﾄﾞｼﾆｱ） １,００５

６.第 ３回 全日本パブリックミッドアマチュアゴルフ選手権競技（ミッドアマ） ５,７６７

小  計 １８,５００

Ⅱ.アンダーハンディ競技 

１.アンダーハンディ競技（予選） ：（１）PGS スポンサー杯、（２）PGS ハンディ杯 ７,３１２

２.アンダーハンディ競技（決勝） ：（１）ダンロップ杯、（２）グランドマンスリー  ８１７

３.ＰＧＳドリーム・エイジゴルフ大会（予選） ：（１）個人戦、（２）団体戦 １,０１４

４.ＰＧＳドリーム・エイジゴルフ大会（決勝） ：個人戦  １８１

５.ＰＧＳ西日本月例杯 ９,３５７

６.ＰＧＳ中部日本月例杯（みんなでうきうき旅ゴルフ） ５５５

７.ＰＧＳ東日本クラブ対抗戦 ３１１

８.ＰＧＳ東日本プロ・アマチャレンジ ２９

小  計 １９,５７６

合  計 ３８,０７６

 

Ⅲ.スクラッチ競技 

１．平成２１年度競技の改善点 

 （１）ミッドアマ選手権競技東日本地区決勝（男子）は、１地区決勝から２地区決勝制（Ａ・Ｂ地区）へ

移行し、競技の円滑な開催と地区決勝、並びに全日本への出場チャンスの拡大を図った。 
 
 （２）新規競技：高齢者対象「ＰＧＳドリーム・エイジゴルフ大会」スタート 

  新規競技として、高齢者対象「ＰＧＳドリーム・エイジゴルフ大会」がスタートした。当協会は高齢者 

  の健康保持増進に資することを事業目的の一つとしているが、当競技は６５歳以上のゴルファー 

  が対象で、当協会独自のハンディキャップ「PGS ドリーム・ハンデイキャップ」（年齢に歩数に応じ 
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  たハンディキャップを加算）による競技で、ゴルフと健康の保持増進を結びつけたユニークな競技 

  と考えている。 
 
 (３)新規競技：ＰＧＳ中部日本月例杯（みんなでうきうき旅ゴルフ）スタート 

  中部日本月例杯（みんなでうきうき旅ゴルフ）がスタートした。当協会はＪＧＡハンディキャップの普 

  及振興に努めているが、ゴルファーは自分のゴルフの技量を、公正な同一規定に基づくハンディ 

  キャップで正しく示す責任があり、アマチュアゴルファーの証である JGA ハンディキャップの一層 

  の拡大を目指した競技会である。 
 
 （４）PGS 東日本クラブ対抗戦 

  当競技は本年度より、東日本地区の協会競技として新たにスタートした。JGA ハンディキャップの

普及を目指したクラブ対抗戦で、東日本地区を４ブロック分けしブロック大会（予選）を開催、各ブ

ロックより男女各２チーム、東日本大会開催クラブより男女２チーム、並びに前年度優勝クラブ代

表男女２チームを加えた、合計１２チームで東日本大会を開催する。 
 
 （５）PGS 東日本プロ・アマチャレンジ 

当競技も本年度より、東日本地区の協会競技として新たにスタートした。東日本地区で開催の

PGS アンダーハンディ競技参加者の中より、抽選で選ばれた３０名のアマチュアゴルファーがシ

ニア・プロと一緒にラウンドできると言う夢の企画です。プロゴルファーのワンポイントレッスンが必

ずアマチュアゴルファーのゴルフ技量の向上に役立つと確信します。 
 
 （６）（財）日本ゴルフ協会主催競技へのシード権の付与 

   全日本女子シニア選手権、全日本ミッドシニア選手権、全日本ミッドアマ選手権（男子・女子）の 

   上位各２名に、（財）日本ゴルフ協会主催の「日本女子シニアゴルフ選手権競技」「日本ミッドシ 

   ニアゴルフ選手権競技」「日本ミッドアマチュアゴルフ選手権競技」「日本女子ミッドアマチュアゴ 

   ルフ選手権競技」へのシード権が与えられることになった。 
 
 （７）地区連盟主催競技へのシード権の付与 

   西日本女子パブリック選手権、西日本シニア選手権、西日本ミッドシニア選手権、北海道・青森 

ミッドアマ選手権の各優勝者に、四国ゴルフ連盟主催の「四国女子アマチュアゴルフ選手権競 

技決勝」「四国シニアゴルフ選手権競技決勝」「四国ミッドシニアゴルフ選手権競技決勝」、北海 

道ゴルフ連盟主催「北海道ミッドアマチュアゴルフ選手権競技」、東北ゴルフ連盟主催「東北ミッ 

ドアマチュアゴルフ選手権競技決勝」へのシード権が与えられることになった。 
 

 （８）競技名商標登録 

   次の通り、①スクラッチ競技、及び②PGS ドリーム・エイジゴルフ大会に関して、競技名他を商標

登録した。 
 

   ①スクラッチ競技 

商標登録名 商標登録番号 

１．全日本パブリックアマチュアゴルフ選手権競技 商願２００８－８２２０５ 

２．全日本女子パブリックアマチュアゴルフ選手権競技 商願２００８－８２２０７ 

３．全日本シニアパブリックアマチュアゴルフ選手権競技 商願２００８－８２２０６ 

４．全日本女子シニアパブリックアマチュアゴルフ選手権競技 商願２００８－８２２０８ 

５．全日本ミッドシニアパブリックアマチュアゴルフ選手権競技 商願２００８－８２２０９ 

６．全日本パブリックミッドアマチュアゴルフ選手権競技 商願２００８－８２２１０ 

７．全日本女子パブリックミッドアマチュアゴルフ選手権競技 商願２００８－８２２１１ 
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   ②PGS ドリーム・エイジゴルフ大会 

商標登録名 商標登録番号 

１．PGS ドリーム・エイジゴルフ大会  登録第５２９１５０１号 

２．PGS ドリーム・エイジハンディキャップ 登録第５２９１５０２号 

３．PGS ドリーム・エイジシュート  登録第５２９１５０３号 

４．PGS ドリーム・エイジチャリティ募金 登録第５２９１５０４号 
 
（９）競技規程・マニュアルの整備 

  競技運営に係る各種規程・マニュアルを整備した。 

   １．公益社団法人日本パブリックゴルフ協会競技規程 

   ２．ＰＧＳ競技担当者マニュアル ～選手権競技編～ 

   ３．ＰＧＳ競技担当者マニュアル ～アンダーハンディ競技編～ 

   ４．ＰＧＳ選手権競技 ～競技委員のための競技運営マニュアル～ 

   ５．ＰＧＳ各機関・事務局の役割について ～競技規程より抜粋～ 

   ６．公益社団法人日本パブリックゴルフ協会 ハンディキャップ規程 

   ７．ＰＧＳ選手権競技 コース・セットアップマニュアル 
 
２．競技会開催実績 

（１）参加資格 

競技名 参加資格 年齢資格 

Ⅰ.スクラッチ競技 

１.パ選 

２.女子パ選 

なし。 

３.シニア 男子５５歳以上。 

４.女子シニア 女子５０歳以上。 

５.ミッドシニア 男子６５歳以上。 

６.ミッドアマ 

1.ハンディキャップ２０.０程度以上

が望ましい。 

2.日本ゴルフ協会ｺﾞﾙﾌ規則に規

定されたアマチュアゴルファー。 

3.高等学校までに在学の生徒は、

学校長等責任者の参加許可証

の提出が必要。 

 

男子、女子共３０歳以上。 

Ⅱ.アンダーハンディ競技 

１.アンダーハンディ競技（予選） 

（１）PGS スポンサー杯 

（２）PGS ハンディ杯 

２.アンダーハンディ競技（決勝） 

（１）ダンロップ杯 

（２）グランドマンスリー 

ＰＧＳ会員でＪＧＡ（PGS)ハンディキ

ャップ取得者。 

なし。 

３.ＰＧＳドリーム・エイジゴルフ大 

会（予選） 

（１）個人戦 

（２）団体戦 

４.ＰＧＳドリーム・エイジゴルフ大 

会（決勝） 

（１）個人戦 

男女とも６５歳以上。 

 

男女とも６５歳以上。 

 

５.ＰＧＳ西日本月例杯 

６.ＰＧＳ中部日本月例杯 

（みんなでうきうき旅ゴルフ） 

ＰＧＳ会員でＪＧＡ（PGS)ハンディキ

ャップ取得者。 

JGA ハンディキャップ取得を目指

すアマチュアゴルファー。 

 



 - 8 -

７.ＰＧＳ東日本クラブ対抗戦 

８.ＰＧＳ東日本ﾌﾟﾛ･ｱﾏﾁｬﾚﾝｼﾞ 

ＰＧＳ会員でＪＧＡ（PGS)ハンディキ

ャップ取得者。 

 （注）PGS 会員：ハンディキャップの取得を目的とした会員組織で、誰でも会員になれる。 
 
（２）参加申込者数の状況                                        単位：名 

競技 ﾊﾟ選 ｼﾆｱ 

 
ﾐｯﾄﾞｱﾏ 

 

UH 競技 ﾄﾞﾘｰﾑ 

･ｴｲｼﾞ 

西 日 本

月例杯 

中 部 日

本 月 例

杯 

東日本ｸﾗ

ﾌﾞ対抗戦 

東日本ﾌﾟ

ﾛ･ｱﾏﾁｬﾚ

ﾝｼﾞ 

合計 

H21 ９,４３６ ３,２９７ ５,７６７ ８,１２９ １,１９５ ９,３５７ ５５５ ３１１ ２９ ３８,０７６

H20 ９,９７１ ３,４３５ ５,７５８ ８,１６７ ― ９,９５８ ― ３８９ ２４ ３７,７０２

増減 ▲５３５ ▲１３８    ９ ▲ ３８ １,１９５ ▲６０１ ５５５ ▲ ７８  ５   ３７４

 （注）競技名は略称表示。正式競技名は前記１.競技会（略称）を参照。 
 
３.競技会 

（１）平成２１年度第４３回全日本パブリックアマチュアゴルフ選手権競技 

平成２１年度パブリックアマチュアゴルフ選手権競技の参加者数は、男子８,３９０名（前年度比▲４

３６名、▲４.９％）、女子１,０４６名（同▲９９名、▲８.６％）、合計９,４３６名（同▲５３５名、▲５.３％）

であった。平成１８年度まで５年連続して１万名を超える趨勢であったが、世の中の不況を反映し

てか、残念ながら本年度も１万名の大台に今一歩の結果となった。 
 

◆競技日程 

１.予選 

地 区 東日本 中部日本 西日本 北海道・青森 合 計 

予選数   ４０   １７   ３６ ２   ９３ 

申込人数（名） ４,１０９ １,４８０ ２,６５７ １４４ ８,３９０ 
 
２.地区決勝 

 地 区 開催コース 開催日 参加者数（名）

１.東日本 A セントレジャーゴルフクラブ馬頭 5/13（水）-14（木）  １４４ 

２.東日本 B 富士グリーンヒルゴルフコース 5/13（水）-14（木）  １４８ 

３.東日本 C ラ・ヴィスタ ゴルフリゾート 5/14（木）-15（金）  １４９ 

４.中部日本 森林公園ゴルフ場 5/20（水）-21（木）  １６７ 

５.西日本 関西 青野運動公苑アオノゴルフコース 5/19（火）-20（水）  １７０ 

６.西日本 中国 米子ゴルフ場 5/14（木）-15（金）  １３１ 

７.西日本 四国 コート・ベール徳島ゴルフクラブ 5/19（火）-20（水）   ９９ 

８.西日本 九州 セントレジャーゴルフクラブ城島高原 5/14（木）-15（金）  １５４ 

９.北海道・青森 隨縁カントリークラブ恵庭コース 8/31（月）-9/1（火）   ８９ 

合計 １,２５１ 
 

 ３．全日本 

 開催コース 開催日 参加者数（名）

全日本  ｳｨﾝｻﾞｰﾊﾟｰｸ ｺﾞﾙﾌ ｱﾝﾄﾞ ｶﾝﾄﾘｰｸﾗﾌﾞ 6/9（火）-10（水） １４７ 

 

（２）平成２１年度第９回全日本女子パブリックアマチュアゴルフ選手権競技 
 
 ◆競技日程 

１.予選 

地 区 東日本 中部日本 西日本 北海道・青森 合 計 

予選数  ２５  ７  ２３ １   ５６ 
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申込人数（名） ５１９ １６０ ３４５ ２２ １,０４６ 
 
２.地区決勝 

地 区 開催コース 開催日 参加者数（名）

１.東日本 市原ゴルフクラブ柿の木台コース 5/12（火） １５７ 

２.中部日本 グランシエロゴルフ倶楽部 5/13（水） １１２ 

３.西日本 西神戸ゴルフ場 5/8（金） １６８ 

４.北海道・青森 隨縁カントリークラブ恵庭コース 8/3（月）  ２２ 

合計 ４５９ 
 
 ３．全日本 

 開催コース 開催日 参加者数（名）

全日本 マスターズゴルフ倶楽部 ６/3（水）-4（木） １１９ 

 

（３）平成２１年度第１５回全日本シニアパブリックアマチュアゴルフ選手権競技 

平成２１年度シニアパブリックアマチュアゴルフ選手権競技の参加者数は、シニア男子１,８５７名

（前年度比▲１０６名、▲５.４％）、シニア女子４３５名（同＋８名、＋１.９％）、ミッドシニア男子１,００

５名（同▲４０名、▲３.８％）、合計３,２９７名(同▲１３８名、▲４.０％)であった。平成１６年度ミッドシ

ニア立上げ時には、シニア３部門（シニア、女子シニア、ミッドシニア）を同日・同会場開催としてい

たことから地区決勝進出が極めて狭き門であったが、平成１７年度以降は選手の要望に応え、シ

ニア男子とシニア女子・ミッドシニアを分離し、地区決勝・全日本の進出率を緩和した。 
  
◆競技日程 

1.予選 

地 区 東日本 中部日本 西日本 北海道・青森 合 計 

予選数  ２６  １０  ２７ １   ６４ 

申込人数（名） ７７１ ４８３ ５７１ ３２ １,８５７ 
 
２.地区決勝 

地 区 開催コース 開催日 参加者数（名）

１.東日本 千葉よみうりカントリークラブ 9/23（水）-24（木） １５６ 

２.中部日本 名古屋港ゴルフ倶楽部（富浜コース） 9/17（木）-18（金） １７３ 

３.西日本 奥津ゴルフ倶楽部 9/16（水）-17（木） １５７ 

４.北海道・青森 隨縁カントリークラブ恵庭コース 8/3（月）  ３２ 

合計 ５１８ 

 ３．全日本 

 開催コース 開催日 参加者数（名）

全日本 那須野ヶ原カントリークラブ 10/14（水）-15（木） １３５ 

 

（４）平成２１年度第１５回全日本女子シニアパブリックアマチュアゴルフ選手権競技  
 
◆競技日程 

１.予選 

地 区 東日本 中部日本 西日本 合 計 

予選数  １３  ６  １５  ３４ 

申込人数（名） ２０１ １０２ １３２ ４３５ 
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２．地区決勝 

地 区 開催コース 開催日 参加者数（名）

１.東日本 八千代ゴルフクラブ 9/30（水） ６０ 

２.中部日本 名古屋港ゴルフ倶楽部（富浜コース） 9/25（金） ４４ 

３.西日本 トム・ワトソンゴルフコース 9/29（火） ４８ 

合計 １５２ 
 
 ３．全日本 

 開催コース 開催日 参加者数（名）

全日本 よみうりゴルフ ウエストコース 10/21（水）-22（木） ４６ 

（注）女子シニアとミッドシニア ：地区決勝、全日本は同日同会場で開催。 

 

（５）平成２１年度第６回全日本ミッドシニアパブリックゴルフ選手権競技 
 
◆競技日程 

１.予選 

地 区 東日本 中部日本 西日本 合 計 

予選数  １８   ９  ２３   ５０ 

申込人数（名） ３５２ ３２９ ３２４ １，００５ 
 
２．地区決勝 

地 区 開催コース 開催日 参加者数（名）

１.東日本 八千代ゴルフクラブ 9/30（水） １０４ 

２.中部日本 名古屋港ゴルフ倶楽部（富浜コース） 9/25（金） １３５ 

３.西日本 トム・ワトソンゴルフコース 9/29（火）  ９９ 

合計 ３３８ 
 

 ３．全日本 

 開催コース 開催日 参加者数（名）

全日本 よみうりゴルフ ウエストコース 10/21（水）-22（木） ９６ 

（注）女子シニアとミッドシニア ：地区決勝、全日本は同日同会場で開催。 

 

（６）平成２１年度第３回全日本パブリックミッドアマチュアゴルフ選手権競技 

 最近のパブリック選手権の傾向は、ジュニア選手が上位を独占する傾向が顕著で、年齢別部門を 

 新たに創設しアマチュアゴルファーの最も層が厚いミッド世代の腕前を競う競技として、平成１７年 

 度に西日本パブリックミッドアマ選手権競技をスタートした。初年度１,４１５名、平成１８年度１,４９４ 

 名の参加者を得、微増ながら確実な支持を得たので、平成１９年度より機も熟したとの判断から、全 

 日本を立ち上げた。平成１９年度は地区決勝を実施せず（西日本地区のみ２次予選を開催）予選 

 から全日本という変則的開催となったが、平成２０年度より地区決勝を立ち上げた。 

 平成２１年度の参加者数は、男子の部５,１２５名、女子の部６４２名、合計５,７６７名（前年度比＋９ 

名、＋０.１５％）で、順調裡に推移しておりミッド層の競技指向の強さを改めて実感している。 
 

 ◆競技日程 

 １．予選 

地 区 東日本 中部日本 西日本 北海道・青森 合 計 

予選数（男子）   ３０   １１   ２５    ４   ７０ 

予選数（女子）   １６    ６   １８ ―   ４０ 

合計   ４６   １７   ４３    ４  １１０ 
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申込人数（男子）（名） ２,４７０ １,０５６ １,５１２   ８７ ５,１２５ 

申込人数（女子）（名）  ３０７  １０７  ２２８ ―  ６４２ 

合計（名） ２,７７７ １,１６３ １,７４０   ８７ ５,７６７ 
 
 ２．地区決勝 

地 区 開催コース 開催日 参加者数（名）

１.東日本 A セントレジャーゴルフクラブ水戸 7/30（木）-31（金） １４４ 

２.東日本 B 草津高原ゴルフ場 7/29（水）-30（木） １５０ 

３.中部日本 名古屋広幡ゴルフコース 7/29（水）-30（木） １６５ 

４.西日本 ワールドカントリーゴルフクラブ 8/ 5（火）- 6（水） １５８ 

５.北海道・青森 セントレジャーゴルフクラブ札幌 7/31(金）  ４５ 
 

 ３．全日本 

 開催コース 開催日 参加者数（名）

全日本 ダンロップゴルフコース 9/9（水）-10（木） １６５ 

  

Ⅳ.アンダーハンディ競技 

１.PGS アンダーハンディ競技（予選） ：（１）PGS スポンサー杯、（２）PGS ハンディ杯 

２.PGS アンダーハンディ競技（決勝） ：（１）ダンロップ杯、（２）グランドマンスリー 

平成２１年度ＰＧＳアンダーハンディ競技は、ＰＧＳスポンサー杯７９回、ＰＧＳハンディ杯２７回、合

計１０６回開催した。JGA・PGS ハンディキャップ登録者は約２万７千名で、平成２１年度の競技参

加者数は予選７,３１２名（前年度比＋３０名、＋０.３％）、決勝８１７名であった。このところ予選参加

者数が僅かとは言え減少傾向にあったが、漸く歯止めが掛かった状況となった。今後も参加基盤

であるハンディキャップの普及推進に努め参加者の拡大を図りたい。 
 
◆競技日程 

１．予選 

予選数 東日本 中部日本 西日本 合 計 

ダンロップ杯 １６  ７ １９  ４２ 

ブリヂストン杯 １０  ５  ９  ２４ 

PGS スポンサー杯 

サンレオ杯  ５  ４  ４  １３ 

PGS ハンディ杯 １２  ７  ８  ２７ 

合 計 ４３ ２３ ４１ １０６ 
 
２．予選参加人数 

 東日本 中部日本 西日本 合 計 （名）

ダンロップ杯 １,２７３  ５５４ １,３３６ ３,１６３ 

ブリヂストン杯  ８３９  ４７1  ６７１ １,９８１ 

PGS スポンサー杯 

サンレオ杯  ２８８  ３６１  ２６５  ９１４ 

PGS ハンディ杯  ４３９  ４５０  ３６５ １,２５４ 

合 計 ２,８３９ １,８３６ ２,６３７ ７,３１２ 
 
３．地区決勝 

(１)ダンロップ杯 

地区 開催コース 開催日 参加者数（名） 

１.東日本 市原ゴルフクラブ 11/ 5(木） １６９ 

２.中部日本 セントレジャーゴルフクラブ亀山 11/ 5(木） １０７ 
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３.西日本 姫路シーサイドゴルフコース 11/19(木） １５３ 

     合計 ４２９ 
 
(２）グランドマンスリー 

地区 開催コース 開催日 参加者数（名） 

１.東日本 八千代ゴルフクラブ 11/19(木） １７０ 

２.中部日本 グランシエロゴルフ倶楽部 11/25(水）  ９９ 

３.西日本 京都大原パブリックコース 11/30(金）     １１９ 

合計 ３８８ 

 

３.PGS ドリーム・エイジゴルフ大会 

 平成２０年度までは、高齢者の健康の保持増進の観点からの競技として「いきいきゴルフ３００歳大

会」〔主催：日本スーパーシニアゴルフ協会（仙台市）〕を、ゴルフ市場活性化委員会（ＧＭＡC）の構

成メンバーとして後援開催してきた。高齢者の健康の保持増進への寄与は、当協会の事業目的の

一つであり、平成２１年度より当協会の独自競技として、「ＰＧＳドリーム・エイジゴルフ大会」をスター

トした。競技は６５歳以上のゴルファーを対象とし、当協会独自の「ＰＧＳドリーム・エイジハンディキャ

ップ」（年齢にラウンド中の歩数に応じたハンディキャップを加算）による１８ホール・ストロークプレー

で、ゴルフと健康の保持増進を結びつけたユニークな競技である。 
 
◆競技日程 

１．予選 

予選開催数 東日本 中部日本 西日本 北海道・青森 合 計 

１.個人戦 ７ ７ １３ １ ２８ 

２.団体戦 １ ― ― ― １ 

合 計 ８ ７ １３ １ ２９ 

 （１）１８ホール・ストロークプレー。 

 （２）ＰＧＳドリーム・エイジハンディキャップ方式（年齢＋歩行数によるハンディキャップ）により順位

を決定。 

 （３）ゴールドティ使用。 
 
２．参加人数                                               単位：名 

 東日本 中部日本 西日本 北海道・青森 合 計 

１.個人戦 ４１２ ２７０ ４３５ ９ １，１２６ 

２.団体戦  ６９ ― ― ―    ６９ 

合 計 ４８１ ２７０ ４３５ ９ １，１９５ 
 
３．地区決勝 

地区 開催コース 開催日 参加者数（名）

１.東日本 千葉よみうりカントリークラブ １０/２７（火） ７３ 

２.中部日本 森林公園ゴルフ場 １０/２０（火） ５３ 

３.西日本 グランドオークプレイヤーズコース １１/１０（火） ５５ 

合計 １８１ 

 （１）競技方法 ：予選と同じ。 
 
 （参考）PGS ドリーム・エイジゴルフ大会チャリテイ募金寄贈  

  平成２１年度PGSドリーム・エイジゴルフ大会のチャリティ募金額は５０６,５１３円となった。原則は、

予選開催コースが最寄の社会福祉団体等に寄付するが、寄贈先事務局依頼分１８９,００５円は、
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社会福祉事業を目的に活動する「社会福祉法人中央共同募金（東京都千代田区霞ヶ関３-３-

２）に寄贈した。 

 

４.ＰＧＳ西日本月例杯 

PGS 月例杯はアンダーハンディ競技の充実を図るために、PGS 会員を対象として平成１３年度に 

スタートした。以前は東日本、中部日本を含めて全日本事業であったが、現在は西日本地区のみ 

が開催している。 

平成２１年度は開催数１７０回、参加者数９,３５７名（前年度比▲６０１名、▲６.０％）と苦戦した。今 

後一層 JGA ハンディキャップの普及振興に努め、JGA ハンディキャップの取得者の増加によりま

すます盛況な競技会にしたいと考えている。 

 関西地区 中国地区 四国地区 九州地区 合 計 

開催数 ６５ ４７ ２３ ３５ １７０ 

申込人数（名） ３,３０３ ３,２０５ １,７０２ １,１４７ ９,３５７ 

 （注）PGS 会員：ハンディキャップの取得を目的とした会員組織で、誰でも会員になれる。 

 

５.ＰＧＳ中部日本月例杯（みんなでうきうき旅ゴルフ） 

  平成２１年度より、新規競技「ＰＧＳ中部日本月例杯（みんなでうきうき旅ゴルフ）」がスタートした。

ゴルファーは自分のゴルフ技量を、公正な同一規定に基づくハンディキャップで正しく示す責任

がある。当協会は、わが国唯一の公認ハンディキャップのＪＧＡハンディキャップの普及に努めて

おり、アマチュアゴルファーの証であるJGAハンディキャップの一層の拡大を目指した競技会で

ある。 
 

１.予選 

  （１）開催会場 ：中部日本会員コース １１コース 

  （２）参加資格 ①アンダーハンディ競技 ：ＰＧＳ会員でＪＧＡハンディキャップの取得者 

            ②ダブルぺリア競技 ：ＰＧＳ会員、及びＪＧＡハンディキャップ取得を目指すアマチ

ュアゴルファー 

  （３）競技方法 ①１８ホール・ストロークプレー(アンダーハンディ競技) 

           ②ダブルぺリア競技 

  （４）参加者数：開催１１会場（中部日本地区加盟１１コース） 

アンダーハンディ競技 ダブルペリア競技  

男性 女性 男性 女性 
合計 

参加人数（名） ２４９ ５８ １６４ ３７ ５０８ 
  
 ２．決勝 

  （１）開 催 日 ：平成２２年４月２３日（金） 

 （２）開催会場 ：名古屋港ゴルフ倶楽部（富浜コース） 

 （３）参加資格 ：各予選の通過者、及び特典（多回数参加者）によるシード選手 

 （４）競技方法 ：１８ホール・ストロークプレー(アンダーハンディ競技) 

 （５）参加者数 ：男性 ４０名、女子 ７名、合計 ４７名 

 

６.ＰＧＳ東日本クラブ対抗戦 

 平成２１年度より東日本地区の協会競技として新たにスタートした。JGA ハンディキャップの普及振 

 興を目的とした東日本加盟会員コースのクラブ対抗戦で、４ブロック（ＡＢＣＤ）でブロック予選を開 

催し、各ブロックより男女各２チーム、決勝大会開催クラブより男女２チーム、及び前年度優勝クラブ 

代表の男女２チームを加えた、合計１２チームで決勝大会を開催する。平成２１年度は、B ブロック 

大会が台 風のため中止となったため３ブロックにて開催。ブロック大会には合計１９２名、決勝には 
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１１９名、合計３１１名が参加した。 
 

 1.ブロック予選 

  （１）参加資格：東日本地区会員クラブの何れかで PGS 会員登録をし、JGA ハンディキャップを取

得しているアマチュアゴルファー 

  （2）競技方法 

  ①１８ホールストローク・アンダーハンディ競技（JGA ハンディキャップ） 

  ②ハンディキャップの下限 ：男子部門２０.０、女子部門３０.０ 

  ③順位決定 ：男子部門は出場選手の内、上位５名のネットスコア合計による 

           女子部門は出場選手の内、上位３名のネットスコア合計による 

  （３）開催日・会場・出場クラブ 

ブロック 出場クラブ ブロック予選 開催日 

A ブロック 

那須野ヶ原、イーストウッド、古河、ウィンザー

パーク、セントレジャー馬頭、セントレジャー

水戸 

イーストウッドカントリー

倶楽部 
９月１７日 

B ブロック 
新玉村、草津高原、前橋、上武、朝霞、妻

沼、新潟サンライズ、三井の森 
妻沼ゴルフ場 中止 

C ブロック 

市原、市原・柿の木台、セントレジャー千葉、

セントレジャー市原、八千代、ラヴィスタ、 

千葉よみうり 

セントレジャーゴルフク

ラブ千葉 
１０月９日 

D ブロック 
昭和の森、清里、小淵沢、富士見高原、 

篠ノ井、富士グリーンヒル 
富士見高原ｺﾞﾙﾌｺｰｽ １０月９日 

  （４）ブロック予選代表チーム 

   各ブロック２クラブ（１クラブ男子部門８名、女子部門５名） 

（注）決勝大会開催クラブ、前年度優勝クラブが上位２クラブに入賞した場合は、繰り下げて出

場資格を付与する。 
 
 （５）参加人数 

 クラブ数 男子 女子 合計 

A ブロック （下館） 6 42 13 55 

B ブロック （妻沼） 0 0 0 0 

C ブロック （市原千葉） 7 56 35 91 

D ブロック （富士見高原） 4 31 15 46 

予選計 17 129 63 192 

決 勝 20 74 45 119 

合 計 37 203 108 311 

 （注）Ｂブロックは台風のため中止 
 
 ２．決勝大会 

（１）開催会場 ：新玉村ゴルフ場（群馬県） 

（２）開 催 日 ：前夜祭 平成２１年１０月２８日（水）・クラブ対抗戦 平成２１年１０月２９日（木） 

（３）参加資格 ：①PGS 東日本各ブロック予選の男女各上位２クラブ 

          ②決勝大会開催クラブ、及び前年度優勝クラブより各男女２クラブ 

（４）チーム編成 ：１クラブ男子部門８名・女子部門５名 

（５）競技方法 ：ブロック予選と同様 

（６）参加人数 ：前掲の通り  
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７.ＰＧＳ東日本プロ・アマチャレンジ 

  平成２１年度より東日本地区の協会競技として新たにスタートした。東日本地区開催の PGS アン

ダーハンディ競技参加の応募者の中より抽選で選ばれた３０名のアマチュアゴルファーがシニア

プロと一緒にラウンドできるという夢の企画。平成２１年度は応募者５０名の中から３０名が選ばれ、

当日は２９名が出場した。 
 
（１）開催会場 ：八千代ゴルフクラブ（千葉県） 

（２）開 催 日 ：平成２１年１２月１０日(木) 

（３）ｼﾆｱﾌﾟﾛ   ：鷹巣 南雄、 青木 基正、 新井 規矩雄、 海老原 清治、 小林 富士夫 

（４）参加人数 ：２９名 

 （５）競技内容 ：シニアプロ１名と、ＰＧＳ東日本地区アンダーハンディ競技参加の応募者から抽

選にて選ばれた３名が同組でプレーする 

（６）応募方法 ：東日本地区開催のＰＧＳアンダーハンディ競技に出場し、応募ハガキに競技開

催コースの捺印を受けて、捺印数３個を１口として東日本地区連絡協議会事務

局に申込む。 

（注）１．申込口数に制限はなし 

   ２．競技の捺印数は開催競技・開催会場により異なる 

３．応募者多数の場合は、抽選により参加者を決定。 

 

８.協会誌「ＰＧＳニュース」の発行 

 当協会主催競技に関して、競技開催案内、年間競技スケジュール、競技の模様、競技成績等を盛

り込んだ記録誌として、「ＰＧＳニュース」を年２回発行（毎年２月、及び９月）し、競技参加者に対し

て無償配布している。「ＰＧＳニュース」は既に７６号を重ね、我が国のパブリック・ゴルフ史としても

貴重な資料である。 

 

 

■２．ゴルフ普及振興事業 

 
Ⅰ.セミナー・研修事業 

本事業は生涯スポーツであるゴルフの普及振興のために、セミナー・研修会を通じてゴルファー

の啓蒙に資する事業を実施した。また、一層質の高い競技会の実現を目指して、競技会の運営・

競技委員を対象にゴルフ・ルール、コースセッテイング方法等、競技会運営に係わる技術向上を

目指した研修会を開催した。 
 

 １．平成２１年度ＰＧＳセミナー開催実績 

   日時 ：平成２１年６月８日（月） 

   場所 ：八重洲冨士屋ホテル 

   テーマ：「ゴルフ場はエコ・パーク」 

   講師 ：縣 和一（西日本グリーン研究所所長、九州大学名誉教授） 
 
   （参考）最近のＰＧＳセミナー開催実績 

   ①平成１７年度 「ゴルフでたどる日米交流史」 

                講師：久保田誠一（大妻女子大学比較文学部 講師） 

              「ゴルフホームドクター制度導入によるゴルフ場活性化事例」 

                講師：大東将啓（ＰＧＡ Dr.ティーチングプロ） 

   ③平成１８年度 「ゴルフ場業界の現状と生き残りの条件」 

                講師：降旗貞夫（日本ゴルフ場総合研究所 専務理事） 
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   ④平成１９年度 「物理学から見たゴルフの楽しさ」  

                講師：八木一正行（宮城大学教授） 

   ⑤平成２０年度 「ゴルフのカラダ革命」  

                講師：宮田トオル（メデイカルケア院長） 
 

 ２．平成２１年度研修会開催実績 

  （１）グリーンキーパー研修会 

   日時 ：平成２１年４月３日（金） 

   場所 ：アリジカントリークラブ 花垣コース 

   テーマ：「コースの現状について」 

講師 ：セントレジャーゴルフクラブ勝浦 榎木谷仁士 

テーマ：「これからのコースメンテナンスの動向について」 

講師 ：アリジカントリークラブ 花垣コース 矢崎吉郎 
 
   （参考）最近の研修会開催実績 

   ①平成１７年度 「平成１７年度グリーン管理について」 

「成長抑制剤プリモについて」 

              「猪被害防止対策について」 

   ②平成１８年度 「コース人員・資材・経費について」 

              「グリーン管理とコースを中心とした管理」 

              「リンクコースの特性と感知方法」 

   ③平成１９年度 「グリーンのオーバーシートについて」 

              「グリーン肥培管理及び今後の方向性」 

              「コース管理業務委託による一般管理」 

   ④平成２０年度 「コースセッティングについて」 

              「これからのゴルフ場のコース管理」 

              「ゴルフコース管理概況とインターシード計画」 

 

Ⅱ．交流・協力事業 

 ゴルフ業界を取り巻く環境は先行き厳しいが、ゴルフ市場活性化のために業界諸団体は連携・協 

 力して様々な活動を展開する必要がある。この様な観点から当協会は業界諸団体と連携・協力し 

 て、ゴルフ市場の活性化に向けた活動を展開した。 
 
 １．日本ゴルフサミット会議 

（１）２０１０年第１回日本ゴルフサミット会議 

   日時 平成２２年１月１５日（金） 

   場所 ANA インターコンチネンタルホテル東京 

   内容 ２０１０年活動テーマを決定 

       １)環境問題への取り組みについて 

       ２）ゴルフ場利用税撤廃運動の継続 

       ３）国家公務員倫理規定における「ゴルフ」記述の削除 

       ４）楽しくゴルフをプレーしていただくためのキャンペーン活動の提唱 
 
  （２）ゴルフ新年会の開催 

   日時 平成２２年１月１５日（金） 

   場所 ANA インターコンチネンタルホテル東京 
 
  （３）日本ゴルフサミット会議運営会議に参加（隔月開催） 
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 ２．ゴルフ市場活性化委員会(GMAC) 

  （１）当協会はゴルフ市場活性化委員会（ＧＭＡＣ）の構成メンバーとして、「はじめよう」「続けよう」 

   「もっとゴルフを」をスローガンにゴルフ業界の活性化に向けて活動している。平成２１年度はテ

ーマ「はじめようゴルフを」として「スクランブルゴルフの普及」、「もっとゴルフを」として「経済産業

大臣杯全国チーム対抗戦」を各団体と連携して活動した。 

  （２）定例委員会への参加（毎月１回定例会議） 

  （３）ゴルフ市場活性化セミナーへの参画 
 
 ３．ＮＰＯ日本ジュニアゴルファー育成協議会（JGC） 

  日本ジュニアゴルファー育成協議会は、「ゴルフをツールとした子どもたちの健全育成」を原点に 

  活動をしている。斯業界の実情は、業界関係者は業界を挙げて市場活性化に向けた活動をする 

必要があるが、同協議会のジュニアゴルファーの育成は青少年の健全な育成に加え、ゴルフ業 

界の裾野拡大が期待でき首肯できる。当協会は同協議会の構成メンバーとして、ジュニアゴルフ 

ァーの育成に連携して活動した。 
 
 ４．ジャパンゴルフフェア２０１０の後援・出展 

  (社)日本ゴルフ用品協会主催の第４４回ジャパンゴルフフェア２０１０は、平成２２年２月１９日(金) 

  ～２月２１日(日)の３日間東京有明ビッグサイト東京国際展示場において開催されたが、当協会 

  はこれを後援すると共に出展し、当協会の事業活動のＰＲを実施した。 

 

Ⅲ．調査・研究事業  

  当事業は、ゴルフの普及振興のためにゴルフに関する各種調査・研究事業を実施した。 

 １．平成２１年度｢シニア選手権｣、「ＰＧＳドリーム・エイジゴルフ大会」参加者アンケートの実施 

   競技会参加者に対しアンケートを実施、その結果を集計・分析し一層質の高い競技会の実現 

   に資したいと考えている。また、その結果を当協会ホームページ、協会誌「PGS ニュース」に公

開し、アマチュアゴルファーに支持される一層質の高い競技会の実現、ゴルファーの啓蒙に寄

与したいと考えている。 
 
 ２．平成２１年度実施シニアパブリック選手権アンケート結果 

  （１）参加者の年齢  ：６０歳以上が６３％を占める。５０歳代は２２％と僅少。 

  （２）ハンディキャップ ：１０以下が５９％を占める。１６以上は５％と低い。 

  （３）今後も参加    ：「参加する」が８０％と多いが昨年度９４％から下降。 

  （４）キッカケ      ：「上司・先輩の誘い」、「家族・友人の誘い」が７６％を占める。 

  （５）ゴルフ仲間    ：同年代のゴルフ仲間が「減っている」と４５％が回答。減っている原因は

「経済の不況」「体力の衰え」という意見多数。 
 

    １）参加者：６０歳以上が６３％            ２）腕前：ハンディキャップ１０以下が５９％ 
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  ３）今後の参加：今後も参加が８０％         ４）参加キッカケ：「上司・先輩」「家族・友人」

の誘い７６％。 

        
 

    ５）ゴルフ仲間：減っている４５％ 

     
 

 ３．平成２１年度ＰＧＳドリーム・エイジゴルフ大会アンケート結果 

  （１）参加資格（６５歳以上） ：「妥当である」 ８１％ 

  （２）ドリーム・エイジＨＤＣP ：「良案である」 ６６％ 

  （３）参加費（３，５００円）   ：「妥当である」「安い」 ３６％。 「高い」 ４１％ 

  （４）来年も参加        ：「参加する」 ６９％。 「参加しない」 ３％。 
 
    １）参加費：妥当である ８１％          ２）ドリーム・エイジＨＤＣP（年齢＋歩数）：良案 

である ６６％ 
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 ３）参加費３，５００円：高い ４１％        ４）来年も参加する ６９％ 

        
     

（参考）過去の調査・研究実績 

 平成１９年度 １．パブリック選手権参加者アンケート 

             ２．パブリックゴルフ場のジュニアゴルファーの受入態勢調査 

平成２０年度 １．シニア選手権参加者アンケート 

 

Ⅳ．その他のゴルフ普及振興事業 

 斯業界の長期的展望は少子高齢化の加速や人口減から､市場規模は縮小化の方向にあり、引き 

 続き経営環境は厳しいと予想される。この様な状況下、ゴルフ業界は一層連携を強化し、新規ゴル 

 ファーの育成、需要創出が喫緊の課題であり、当協会もゴルフ市場の活性化に向けゴルファーの 

 底辺拡大施策等様々な取組みを推進した。 
 
 １．ジュニアゴルファー育成の取り組み 

  ＮＰＯ日本ジュニアゴルファー育成協議会(ＪＧＣ)の活動目的のジュニアゴルファーの育成は青少 

  年の健全な育成に資するものであり、斯業界にとってはゴルファーの裾野拡大の観点より重要な 

  課題である。ジュニアゴルファーの育成は業界団体が業界を挙げて取り組み、市場活性化に向 

  けた活動を連携する必要がある。当協会は同協議会の構成メンバーとしてジュニアゴルファーの 

  育成に連携して活動した。 
 
 ２．スクランブルゴルフの推進 ：女性・ビギナーゴルファーの育成 

  斯業界の長期的展望は前記の通り厳しいが、この様な状況下女性・ビギナーゴルファーの育成 

  は、需要創出策として喫緊の課題であり活性化に向け様々な取組みを推進した。 

   ゴルフ市場活性化委員会（GMAC）が提唱する、「はじめようゴルフを」のテーマの下に推奨する 

  「スクランブルゴルフ」は女性・ビギナーゴルファーのラウンド初体験を促進するシステムとして有

効と考えている。ゴルフ市場活性化委員会（ＧＭＡＣ）は活動目標の策定、並びにＧＭＡＣ仕様

のスクランブルを構築すべく活動しているが、当協会もゴルフ市場活性化委員会（GMAC）の構

成メンバーとして連携して活動した。 
 
 ３．健康保持増進に資するための高齢者ゴルファーの掘り起こし 

  平成２０年度までは、高齢者の健康の保持増進の観点からの競技として「いきいきゴルフ３００歳 

大会」〔主催：日本スーパーシニアゴルフ協会（仙台市）〕を、ゴルフ市場活性化委員会（ＧＭＡ 

C）の構成メンバーとして後援開催してきた。高齢者の健康の保持増進への寄与は、当協会の事 

業目的の一つであり、平成２１年度より当協会の独自競技として、「ＰＧＳドリーム・エイジゴルフ大 

会」をスタートした。競技は６５歳以上のゴルファーを対象とし、当協会独自の「ＰＧＳドリーム・エイ 

ジハンディキャップ」（年齢にラウンド中の歩数に応じたハンディキャップを加算）による、１８ホー  

ル・ストロークプレーで、ゴルフと健康の保持増進を結びつけたユニークな競技である。 
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 ４．他団体との協賛・後援事業 

（１）NPO 日本芝草研究開発機構に対し特別協賛 ：バイオマス・マネジメントセミナー 

（２）社団法人日本ゴルフ用品協会に対し後援 ：第４４回ジャパンゴルフフェア２０１０ 

（３）日本ゴルフサミット会議に対し協賛 ：２０１０年ゴルフ新年会 

 （４）他団体競技の後援 

 競技名 主催者 

３１th ALL KANSAI テレビ アマチュアゴルフ選手権 ㈱サンテレビジョン 

第１回ｳｯﾄﾞﾌﾚﾝｽﾞﾚﾃﾞィｰｽｶｯﾌﾟｱﾏ･ﾌﾟﾛｺﾞﾙﾌ選手権 森林公園ゴルフ場 

日刊ｱﾏｺﾞﾙﾌ全日本ｼﾝｸﾞﾙﾌﾟﾚｰﾔｰｽﾞｺﾞﾙﾌ選手権 北海道日刊ｽﾎﾟｰﾂ新聞社 

第２４回・第２５回アオノジュニアゴルフ大会 青野運動公苑アオノゴルフコース 

第１５回・第１６回すきっぷ 21：アオノ親子ゴルフ大会 青野運動公苑アオノゴルフコース 

日刊アマゴルフ２０１０ 

全日本ｼﾝｸﾞﾙﾌﾟﾚｰﾔｰｽﾞｺﾞﾙﾌ選手権北海道大会 

全日本レディースゴルフ選手権北海道大会 

北海道日刊スポーツ新聞社 

２０１０年近畿オープンゴルフ選手権 サンケイスポーツ 

 

■３．ハンディキャップ普及振興事業 
 

Ⅰ.公平な統一ハンディキャップの普及振興事業 

 １．自分のゴルフ技量を正しく示すことはゴルファーの責任 

  ゴルフは年齢・性別・技量の異なる者同士でも対等に楽しめるスポーツであるが、それは公平な 

  統一ハンディキャップ（JGAハンディキャップ：国際ゴルフ・ルールに基づき(財)日本ゴルフ協会が 

  発給)が前提条件である。ゴルファーは自分のゴルフ技量を公式な同一規定に基づくハンディキ 

  ャップで正しく示す責任があるが、ＪＧＡハンディキャップは日本で唯一の公認ハンディキャップで 

  あり、当協会は日本全国のアマチュアゴルファーに対して、ゴルファーの証とも言えるJGAハンデ 

  ィキャップの普及振興を推進している。また、公平な統一ハンディキャップの普及振興は、競技主 

  催団体にとってはアンダーハンディ競技会の適正、公正な運営の前提条件でもある。 

   当協会のＪＧＡハンディキャップ取得者は約2万４千人で、高額なゴルフ会員権の取得を必要と 

  せず、誰でも低廉な登録料でＰＧＳ会員になることにより、手軽に取得できる点から多くのアマチ 

  ュアゴルファーの支持を得ている。 
 

 ２．ハンディキャップ取得者の推移                                 単位：名 

 １７年度 １８年度 １９年度 ２０年度 ２１年度 

JGA ハンディキャップ ２１,２１３ ２０,２６２ ２５,４５１ ２３,４７１ ２４，６６３

PGS ハンディキャップ ８,７８６ ８,１３８ ４,７１４ ２,９１３ ２，４１３

合計 ２９,９９９ ２8,４００ ３０,１６５ ２６,３８４ ２７，０７６
   
 ３．JGA ハンディキャップ（J-sys）導入状況 

  平成１８年４月に、特別委員会「Ｊ-ｓｙｓ検討委員会」を立上げ、JGA ハンディキャップ（Ｊ-ｓｙｓ）の普

及推進に努めてきたが、この間の進捗状況は下記の通り。 
 

（平成１８年４月現在）                     （平成２２年３月現在）    単位：コース 

 東 中部 西 合計 東 中部 西 北・青 合計

ＪGA HDCP ３１ １０ ２１ ６２ ３２ １１ ４０ ５ ８８ 

PGS HDCP ２ １ ２１ ２４ １ ０ １ ０ ２ 

合計 ３３ １１ ４２ ８４ 

 

 

⇒

３３ １１ ４１ ５ ９０ 
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Ⅱ．JGAコースレート査定事業 

 公平な統一ハンディキャップであるJGAハンディキャップの普及振興のためには、その前提として 

 ゴルフ場のコースレーティングが正確に査定されている必要がある。当協会はコースレート査定を 

 管轄する（財）日本ゴルフ協会（JGA）に対してコースレート査定を希望する会員パブリックゴルフ場 

 の依頼に基づき、同協会への申請窓口として機能している。平成２１年度は、次の５コースでコース

レート査定を実施した。 

 東日本地区 西日本地区 

１.榛名の森カントリークラブ １．セントレジャーゴルフクラブ城島高原 

２．コート・ベール徳島ゴルフクラブ 

３．トム・ワトソンゴルフコース 

４．宜野座カントリークラブ 

 

 

 

■４．助成金事業 

 
 本事業はゴルフの普及振興を図るために、ジュニアゴルファーの育成を目的に活動する業界２団 

体に、助成金事業を実施した。 
 

 １．NPO日本ジュニアゴルファー育成協議会（ＪＧＣ） ：助成金 ５００千円 

   当協議会はゴルフをツールに児童・青少年の健全な育成を目的に活動している。ジュニアゴル 

   ファーの育成は青少年の健全育成、並びにゴルファーの底辺拡大の観点から首肯でき、同協 

   議会の活動目的に賛同して助成金事業を実施すると共に活動をバックアップした。 
 
 ２．日本高等学校ゴルフ連盟 ：助成金 ５００千円 

   当連盟は高等学校教育の一環であるクラブ活動を通じて、心身を鍛え、社会生活を営むに相 

   応しい生徒を育てること、ゴルフ界の健全な発展へ寄与することを目的に活動している。同連盟 

   の活動目的に賛同して助成金事業を実施した。 
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む す び 
 

Ⅰ.公益社団法人へ移行 
 
 １.移行認定 

現在、我が国では平成２０年１２月に公益法人制度改革関連３法が施行され、公益法人新制度移

行が進められているが、当協会は本年３月１９日に公益社団法人の認定を受けた。 

  当協会は昭和３７年創立以来、生涯スポーツと言われるゴルフの普及振興を事業目的に掲げ、 

国民の健康の保持増進、余暇活動の充実等豊かな国民生活の実現への寄与を目的として活動 

してきた。今般の認定に際しては、協会創立精神であるゴルフの普及振興を引継ぎ、公益社団法 

人として公益目的事業を通じて、民による公益への積極的な参画により社会的責任を果たすべく 

全力を傾注したいと考えている。 

  また、公益法人の認定を機に、法人名称を平成２２年４月１日付にて「社団法人日本パブリックゴ 

ルフ場事業協会」（主管官庁：経済産業省）から、平成６年社団法人格取得以前の「日本パブリッ 

クゴルフ協会」（主管官庁：内閣府）に復帰改称し新たにスタートした。 

 

 ２.事業概要・体系 

当協会の事業活動は、創立以来一貫してスポーツ振興の目的の下、国民的スポーツであるゴル

フの普及振興を通じて、国民の健康の保持増進、余暇活動の充実等、豊かな国民生活の実現に

寄与することである。ゴルフの普及振興のためメイン事業として、パブリック選手権競技をはじめと

したゴルフ競技会を開催しているが、移行申請に際して事業体系を次の通り整理した。 

 （１）公益目的事業 

  ①国民の健康の保持増進、余暇活動の充実、青少年の健全な育成等豊かな国民生活の実現へ

の寄与を目的とし、アマチュアゴルファーによるゴルフ競技会を開催して、生涯スポーツのゴル

フの普及振興を図る事業 

  ②国民の健康の保持増進、余暇活動の充実、青少年の健全な育成等豊かな国民生活の実現へ

の寄与を目的とし、ゴルフに関するセミナー・研修、交流・協力、調査・研究事業を行い、生涯

スポーツであるゴルフの普及振興を図る事業 

 （２）収益事業等 

  アマチュアゴルファーがゴルフを楽しむための前提となる公平な統一ハンディキャップの普及振 

興事業、及びその前提となるコースレート査定事業 

 （３）その他事業 

ジュニアゴルファーの育成を目的に活動する業界２団体に対し、その育成を支援する観点から

助成する事業 

 

 ３．事業の種類 

 （１）公益目的事業（定款第４条） 

①ゴルフの普及振興、ゴルフ競技会の開催、並びに技術向上の機会提供事業 

②ゴルフに関する調査・研究、及びセミナー・研修会の開催事業 

③ゴルフ関係諸団体との交流、連携を通じてのゴルフ普及振興事業 

④ゴルフの普及振興のため機関紙、及び学術図書の発行事業 

 

 （２）収益事業等（定款第５条） 

①公平な統一ハンディキャップの普及振興事業 

②ゴルフ関係諸団体に対する助成金支出事業 

 

 



 - 23 -

【公益社団法人日本パブリックゴルフ協会の事業体系】 

Ⅰ.スクラッチ競技 

１．全日本パブリックアマチュアゴルフ選手権競技 

２．全日本女子パブリックアマチュアゴルフ選手権競技 

３．全日本シニアパブリックアマチュアゴルフ選手権競技 

４．全日本女子シニアパブリックアマチュアゴルフ選手権競技 

５．全日本ミッドシニアパブリックアマチュアゴルフ選手権競技 

６．全日本パブリックミッドアマチュアゴルフ選手権競技 

Ⅱ.アンダーハンディ競技 

１.アンダーハンディ競技（予選）：(1)PGSスポンサー杯 

(2)PGSハンディ杯 

２.アンダーハンディ競技（決勝）：（１）ダンロップ杯 

                     （２）ブリヂストン杯 

                     （３）グランドマンスリー 

３．PGSドリーム・エイジゴルフ大会 

４．PGS西日本月例杯 

５．PGS中部日本月例杯 ：みんなでうきうき旅ゴルフ 

６．PGS東日本クラブ対抗戦 

 

 

 

 

【公益目的事業 １】 

ゴルフ競技会開催事業 

 

 

 

 

７．PGS東日本プロ・アマチャレンジ 

１．セミナー・研修事業 【公益目的事業 ２】 

ゴルフ普及振興事業 ２．交流・協力事業 

 ３．調査・研究事業 

１．公平な統一ハンディキャップの普及振興事業 【収益事業】 

ﾊﾝﾃﾞィｷｬｯﾌﾟ普及振興事業 ２．コースレート査定事業 

【その他事業】 

助成金事業 

 

１．業界２団体に対する助成金事業 

 

Ⅱ.日本経済の現状とゴルフ業界の環境認識 

 日本経済の現状は、足元だけ見ると中国をはじめとしてアジアの景気が回復し、輸出が持ち直し

始めており、最悪期は脱して緩やかな回復傾向にある。設備や人員の過剰感はまだ残っており、

下振れ要因があるものの自律的な回復期に入ったものと見られる。 

  我が国最大のスポーツ産業であるゴルフ業界の状況は、平成１７年度以降全国ゴルフ場利用者

数は増加に転じ、この４年間の利用者の増加人数は延べ５,４７９千人、増加率６.３％となり、漸く最

悪期を脱して明るさが見えはじめた様に思われる。 

然しながら、長期的展望は少子高齢化の加速や人口減から､市場規模は縮小化の方向にあり、

引き続き経営環境は厳しいと予想される。この様な状況下、当業界においては新規ゴルファーの

育成によるゴルファーの底辺拡大、需要創出が喫緊の課題であり、業界団体は一層連携を強化

し市場活性化に向けた活動を、展開すべきであると思料される。当協会はアマチュアゴルファー

の育成を基軸に、業界の活性化に向けた様々な事業活動を推進したいと考えている。 
 

【最近のゴルフ場利用者数の推移】 

年度 利用者数 
（千人） 

増減 
（千人） 

同比率 
（％） 

ゴルフ場数 
（数） 

１ゴルフ場当たり

利用者数（人）

平成１６年度 ８５,３０７ ▲３,０６９ ▲３.５ ２,４５３ ３４,７７７ 

平成１７年度 ８６,０４６   ７３９  ０.９ ２,４４６ ３５,１７８ 

平成１８年度 ８８,２３５  ２,１８９  ２.５ ２,４４２ ３６,１３２ 
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平成１９年度 ８９,０２０   ７８５  ０.９ ２,４４２ ３６,４５４ 

平成２０年度 ９０,７８６  １,７６６  ２.０ ２,４４２ ３７,１７７ 

 （注）出所：社団法人日本ゴルフ場事業協会調 

 

Ⅳ.平成２１年度事業活動の回顧と展望 
 

平成２１年度競技会の概況は、スクラッチ競技の参加者数は１８,５００名（前年度比▲６６４名）、ア

ンダーハンディ競技は１９,５７６名（同＋１,０３８名）、合計３８,０７６名（同＋３７４名）と大変多くのア

マチュアゴルファーの参加を得、改めて選手及び会員各位に対して心から謝意を表する。 

アンダーハンディ競技は念願の巻き返しとなったが、一方、スクラッチ競技ではミッドアマは順調

であるが、近年メイン競技のパ選、またシニアの参加者人数が年々減少を辿っており、懸念される

処である。 

公益社団法人移行を機に、今後新たな事業分野等に関し検討するが、メイン事業はあくまでパ

選である点は今後も不変であり、往年の１万人台の参加者人数の復活、更には２、３万人と規模拡

大を目指したい。 

 

斯業界の長期的展望は、少子高齢化の加速や人口減から､市場規模は縮小化の方向にあり、引 

き続き経営環境は厳しいと予想される。この様な状況下、ゴルフ業界は一層連携を強化し、新規 

ゴルファーの育成、需要創出が喫緊の課題である。 

当協会はゴルフが国民スポーツとして支持され、ゴルフを通じて国民の心身の健全な発展、ま

た豊かな人間性の涵養に寄与することを望んでおり、『ゴルフをみんなのスポーツへ』をモットーに、

会員一同が一致団結してゴルフ普及振興に寄与すべく、弛まない努力を継続したいと念じてい

る。 

以上 
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なお、収支計算書、貸借対照表、正味財産増減計算書及び財産目録は、別紙の通りである。 

 

 

 

 

 

 

 
平成２２年６月 

                 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

公益社団法人日本パブリックゴルフ協会 
 

                      会長（代表理事）  浅 井 光 昭 


